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九

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
（1820 -1903

）
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
思
想
家
で
あ
る
。
し
か
し
、
19

世
紀
後
半
に
お
い
て
は
、
英
米
お
よ
び
他
の
国
々
の
思
想
界
お
よ
び
実
社
会
に
対
し
て
甚
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
も
例
外

で
は
な
い
。「
私
に
と
っ
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
社
会
学
史
上
の
一
人
物
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
明
治
の
イ
ン
テ
リ
に
と
っ
て
、
ス

ペ
ン
サ
ー
ほ
ど
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
人
物
は
い
な
か
っ
た
。」
と
清
水
幾
太
郎
は
述
べ
て
い
る
（
清
水1970 : 28

）。

し
か
し
、
今
日
、「
総
合
哲
学
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
体
系
の
中
心
に
あ
る
進
化
倫
理
学
は
、
進
化
論
の
歴
史
を

扱
っ
た
書
籍
や
論
文
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
主
題
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な（

2
）

い
。
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・

ラ
ッ
セ
ル
が
『
西
洋
哲
学
史
』
で
ス
ペ
ン
サ
ー
に
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
3
）

が
、
哲
学
思
想
史
に
お
い
て
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ほ
と
ん
ど
抹
殺
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
さ
え
受
け
る
。

ま
た
、『
進
化
論
と
倫
理
』（
内
井 1996

）
で
比
較
的
詳
し
く
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
を
検
討
し
て
い
る
内
井
惣
七
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー

の
理
論
は
功
利
主
義
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
進
化
倫
理
学
で
は
な
い
と
か
な
り
手
厳
し
い
。
そ
れ
は
「
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
結
局
、
快

楽
説
あ
る
い
は
功
利
主
義
の
倫
理
学
に
進
化
思
想
（
実
は
進
歩
主
義
）
の
衣
を
着
せ
て
「
進
化
論
的
倫
理
学
」
と
し
て
売
り
出
し
た
」

（
内
井 1996 : 85

）
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
主
要
な
理
論
は
快
楽
説
お
よ
び
功
利
主
義
で
あ
り
、
こ
れ

自
体
は
進
化
論
抜
き
で
も
語
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
倫
理
学
の
検
討

児
　
玉

　
　
　
聡

（
1
）
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だ
が
、
私
の
理
解
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
あ
く
ま
で
進
化
論
を
基
礎
と
し
た
功
利
主
義
的
倫
理
学
者
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
今
日
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
彼
が
、
功
利
主
義
と
進
化
論
の
議
論
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
重
要
な
事
例
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
簡
単
で
は
あ
る
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
彼
が
進
化
論
を
ど
う
理
解
し

て
、
社
会
や
倫
理
に
適
用
さ
れ
る
議
論
と
し
て
構
想
し
た
の
か
、
ま
た
彼
は
ど
の
程
度
功
利
主
義
者
だ
と
言
え
る
の
か
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

一
　
ス
ペ
ン
サ
ー
の
全
体
像

ま
ず
、
簡
単
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
全
体
像
を
素
描
し
て
み
た
い
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
を
瞥
見
す
る
と
、
進
化
あ
る
い
は
進
歩
の
思

想
、
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
（
自
由
放
任
）、
社
会
有
機
体
説
、
道
徳
感
覚
論
、
自
然
権
思
想
、
そ
し
て
功
利
主
義
な
ど
の
鍵
概
念
が
出
て

く
る
。
こ
れ
ら
を
整
合
的
に
結
び
付
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ペ
ン
サ
ー
を
理
解
す
る
た
め
に
、
先
に
少
し
そ
の
人
物
像
を
記
し
て
お
こ（

4
）

う
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
一
八
二
〇
年
に
英
国
の
ダ
ー
ビ
ー

で
生
ま
れ
た
。
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
年
生
ま
れ
）、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（
同
、
一
八
〇
九 

年
）
よ

り
も
十
数
歳
年
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
父
親
が
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
系
の
非
国
教
徒
（dissenter

）
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ペ
ン

サ
ー
は
父
親
や
伯
父
か
ら
比
較
的
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
を
受
け
た
。
彼
は
英
文
法
を
一
度
も
学
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
自
伝
の
最
初

に
も
書
い
て
い
る
が
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
も
あ
る
程
度
し
か
学
ば
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
父
親
た
ち
か
ら
個
人
主

義
や
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル
思
想
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
祖
父
で
あ
る
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
晩
年
に
ダ
ー

ビ
ー
に
住
ん
だ
さ
い
に
作
っ
た
ダ
ー
ビ
ー
哲
学
会
が
あ
っ
た
関
係
で
、
獲
得
形
質
が
遺
伝
す
る
と
い
う
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

理
神
論
的
進
化
論
を
学
ぶ
機
会
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

ス
ペ
ン
サ
ー
は
10
代
の
終
わ
り
か
ら
20
代
初
め
ま
で
鉄
道
技
師
と
し
て
働
い
た
。
彼
は
鉄
道
の
工
事
現
場
で
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
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を
見
つ
け
る
な
ど
し
て
古
生
物
学
や
地
質
学
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
よ
き
友
人
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ

エ
ル
の
『
地
質
学
原
理
』（L

yell 1830 -33

）
を
読
ん
だ
と
い
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ラ
イ
エ
ル
は
そ
の
書
の
中
で
ラ
マ
ル
ク
の
進

化
論
を
批
判
し
て
い
た
の
だ
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
む
し
ろ
ラ
マ
ル
ク
の
説
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

20
代
か
ら
は
自
由
貿
易
を
奉
じ
る
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』（
一
八
四
三
年
創
刊
、
現
在
も
続
く
週
刊
誌
）
な
ど
の
雑
誌
の
編
集
作
業
を

す
る
傍
ら
、
自
ら
も
論
説
を
雑
誌
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
一
八
五
一
年
に
最
初
の
本
格
的
な
著
作
で
あ
る
『
社
会
静
学
』

（Social Statics

）
を
上
梓
し
た
。
こ
の
本
は
タ
イ
ト
ル
に
社
会
静
学
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
が
最
初

に
用
い
た
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
人
の
弁
に
よ
れ
ば
、
彼
は
当
時
は
コ
ン
ト
の
名
前
ぐ
ら
い
し
か
知
ら
ず
、
意
図

的
に
コ
ン
ト
の
言
葉
を
用
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
が
最
初
は
「
社
会
お
よ
び
政
治
道
徳
の
体
系
」
と
い
う
書
名
を
考
え

て
い
た
よ
う（

5
）

に
、
実
際
の
と
こ
ろ
本
書
は
（
現
在
の
我
々
が
考
え
る
よ
う
な
）
社
会
学
の
本
で
は
な
く
、
道
徳
哲
学
・
政
治
哲
学
の
書

で
あ
る
。
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ（

6
）

う
。

本
書
は
ベ
ン
タ
ム
や
ペ
イ
リ
ー
ら
の
「
経
験
主
義
的
」
な
功
利
主
義
（T

he D
octrine of E

xpediency

）
の
批
判
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
何
が
最
大
幸
福
に
役
立
つ
か
は
経
験
的
に
は
確
定
で
き
な
い
た
め
各
人
の
行
為
指
針
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
た

批
判
や
、
道
徳
感
覚
を
批
判
す
る
ベ
ン
タ
ム
ら
も
実
は
最
大
幸
福
原
理
を
措
定
す
る
さ
い
に
直
観
を
用
い
て
い
る
と
い
う
批
判
が
な
さ

れ
て
い
る
（Spencer 1951: 8 -10,22

）。
ま
た
、
ベ
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
は
立
法
府
の
万
能
性
を
含
意
し
て
お
り
、
必
然
的
に
大
き

な
政
府
を
志
向
す
る
が
ゆ
え
に
望
ま
し
く
な
い
と
論
じ
て
い
る
（Spencer: 13 -16

）。
と
は
い
え
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
最
大
多
数
の
最
大

幸
福
と
い
う
目
標
自
体
は
捨
て
ず
、
神
の
視
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
道
徳
の
真
の
目
的
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
（Spencer:

66

）。

こ
の
よ
う
な
功
利
主
義
理
解
は
、
ペ
イ
リ
ー
や
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
な
ど
の
神
学
的
功
利
主
義
の
発
想
に
近
い
と
言
え
る
。

ま
た
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
、
幸
福
と
は
各
人
が
環
境
に
完
全
に
適
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
人
の
能
力
の
行
使

が
完
全
に
止
ま
っ
た
状
態
が
死
で
あ
り
、
部
分
的
に
止
ま
っ
た
状
態
は
苦
痛
な
い
し
部
分
的
な
死
で
あ
り
、
完
全
に
行
使
さ
れ
て
い
る
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状
態
が
「
完
全
な
生
」
だ
と
い（

7
）

う
。
そ
こ
で
、
各
人
が
幸
福
を
達
成
す
る
た
め
に
は
各
人
が
諸
能
力
を
行
使
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
最
大
限
の
自
由
が
必
要
だ
と
し
て
、
社
会
の
運
営
原
理
と
し
て
「
各
人
は
、
他
の
す
べ
て
の
人
々
の
同
様
の
自
由
の
所
有
と

両
立
可
能
な
か
ぎ
り
で
の
、
彼
の
能
力
を
行
使
す
る
完
全
な
自
由
を
主
張
で
き
る
」
と
す
る
「
平
等
な
自
由
の
法
則
（the law

 of 

equal freedom

）」
を
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
導
き
出
す
（Spencer: 78,80

）。
こ
れ
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
き
、
個
人
は
「
完
全

な
生
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
も
一
つ
の
有
機
体
と
し
て
見
た
場
合
に
最
も
活
性
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

個
人
の
自
由
と
幸
福
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
発
想
に
基
づ
き
、
国
家
は
国
民
の
自
由
を
守
る
以
外
の
こ
と
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

と
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
経
済
や
教
育
そ
の
他
の
領
域
に
お
け
る
個
人
の
完
全
な
自
由
を
主
張
し
て
い（

8
）

る
。
彼
は
、
文
明
化
が
進
め
ば

最
終
的
に
は
政
府
は
必
要
な
く
な
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
主
張
を
想
起
さ
せ

る
。
な
お
、
本
書
で
は
「
環
境
へ
の
適
応
」
と
い
っ
た
言
葉
や
「
進
化
」
と
い
う
言
葉
も
何
度
か
出
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
十
分

に
は
進
化
の
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
は
好
評
を
博
し
、
約
半
世
紀
の
ち
の
一
九
〇
五
年
に
米
国
連
邦
最
高
裁
の
有
名
な
判
事
オ
リ
バ
ー
・
ホ
ー
ム
ズ
も
、
憲
法
修
正

第
14
条
が
個
人
の
契
約
の
自
由
を
不
当
に
制
約
し
て
い
る
と
し
て
、「
修
正
第
14
条
は
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
氏
の
社
会
静
学
を

制
定
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
ほ
ど
で
あ（

9
）

る
。
こ
の
書
の
出
版
を
き
っ
か
け
に
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
や
ト

マ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
ら
と
懇
意
に
な
る
。
伯
父
の
遺
産
を
相
続
し
た
一
八
五
三
年
以
降
、
彼
は
著
述
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
り
、
当

時
の
一
流
雑
誌
に
音
楽
や
教
育
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
論
説
を
寄
稿
す
る
よ
う
に
な（

10
）る

。
ま
た
、
一
八
五
五
年
に
は
『
心
理
学
原
理
』

（Spencer 1855

）
を
公
表
し
た
。
こ
の
書
で
彼
は
、
人
間
心
理
の
生
理
学
的
基
礎
を
追
究
し
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
の

観
念
連
合
説
を
当
時
の
科
学
理
論
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
骨
相
学
と
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の
著
作
を
通
じ
て
、
彼
は
ミ
ル
と
も

交
流
を
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
は
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
る
『
総
合
哲
学
の
体
系 

（System
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of Synthetic P
hilosophy

）』
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
、
生
物
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
倫
理
学
の
体
系
的
説
明
で
あ
り
、
様
々
な
自

然
科
学
・
社
会
科
学
の
デ
ー
タ
を
、「
進
歩
に
つ
い
て
」（1857, Spencer 1861

）
や
『
第
一
原
理
』（1862, Spencer 1867

）
で
示

さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
進
化
の
原
理
に
よ
っ
て
体
系
化
し
た
も
の
で
あ（

11
）

る
。
こ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
『
生
物
学
原
理
』（
2
巻
本
、

1864 -7

）
で
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
を
受
け
て
、「
適
者
生
存
（survival of the fittest

）」
と
い
う
言
葉
を
作
っ
た
。
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
自
然
選
択
」
が
持
つ
擬
人
的
な
含
意
（「
自
然
が
選
択
す
る
」）
を
気
に
し
て
い
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
友

人
の
博
物
学
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
ォ
レ
ス
の
強
い
勧
め
も
あ
り
、『
種
の
起
源
』
の
第
5
版
か
ら
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
採
用
し
た
。
な

お
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
一
八
五
〇
年
代
に
『
種
の
起
源
』
が
公
表
さ
れ
る
以
前
か
ら
自
身
の
理
論
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
彼
の

進
化
論
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
か
ら
直
接
学
ん
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
次
節
で
見
る
よ
う
に
、『
生
物
学
原
理
』
で
は
、
ラ
マ

ル
ク
流
の
用
不
用
説
が
主
で
あ
る
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
も
副
次
的
な
も
の
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
総
合
哲
学
の
体
系
の
中
で
、
倫
理
学
の
観
点
か
ら
重
要
な
文
献
は
、『
倫
理
学
原
理
』（1893, Spencer 1978

）
で
あ
る
。
こ

の
本
は
最
終
的
に
は
一
八
九
三
年
に
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
一
部
に
あ
た
る
『
倫
理
学
の
デ
ー
タ
』
は
一
八
七
六
年
に
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
重
要
な
倫
理
学
の
著
作
を
生
前
に
完
成
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
他
、
彼
は

生
前
に
『
社
会
学
原
理
』（1876 -1882

）
を
出
版
し
、
上
記
の
『
第
一
原
理
』（1862

）
お
よ
び
『
心
理
学
原
理
』（1872 

年
に
改
版
）

を
合
わ
せ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
通
り
完
結
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、『
個
人
対
国
家
』（1884

）
で
再
び
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的

な
主
張
を
行
な
い
、
一
九
〇
三
年
の
死
の
翌
年
に
は
『
自
伝
』（1904

）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

一
八
八
二
年
の
米
国
へ
の
渡
航
で
は
国
賓
扱
い
を
受
け
、
彼
の
名
声
は
絶
頂
を
迎
え
た
（Taylor 2007:

2

）。
し
か
し
、
晩
年
に
は

そ
の
影
響
力
も
衰
え
、
病
気
に
苦
し
み
友
人
も
減
り
、
孤
独
に
死
ん
で
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
〇
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
墓
は
ロ
ン

ド
ン
の
ハ
イ
ゲ
ー
ト
に
あ
る
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
墓
の
向
か
い
に
あ
る
た
め
、
地
元
の
人
は
「
マ
ー
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ス
ペ
ン

サ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
（
マ
ー
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー
は
有
名
な
小
売
店
の
名
前
）。
ス
ペ
ン
サ
ー



哲
学
研
究

　
第
六
百
三
号

四
四

が
死
ん
で
2
年
後
の
一
九
〇
五
年
に
、
彼
の
支
持
者
た
ち
は
彼
の
記
念
碑
を
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
に
設
置
し
て
も

ら
う
よ
う
に
運
動
を
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
に
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
ら
の
メ
モ
リ
ア
ル
（
墓
や
胸
像
な
ど
）
が

あ
り
、
国
葬
扱
い
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
寺
院
の
首
席
司
祭
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
と
科
学
に
お
け
る
業
績
は
一

時
は
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
の
、
未
来
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
と
し
て
断
わ
っ
た
と
い
う
。
す
で
に
彼
の
名
声
が
低
く

な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

二
　
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論

上
述
し
た
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で

は
、
科
学
史
家
の
ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ウ
ラ
ー
の
論
文
（B

ow
ler 2015

）
を
主
に
参
照
し
な
が
ら
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
に
つ
い
て
検

討
す（

12
）

る
。

ボ
ウ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
ラ
マ
ル
ク
主
義
者
か
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
者
か
と
い
う
論
争
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
方
で
、
ス

ペ
ン
サ
ー
は
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
主
張
し
て
い
た
が
、
他
方
で
は
、
適
者
生
存
す
な
わ
ち
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
う
自
然
選
択
を
説
き
、
個

人
の
行
動
や
経
済
活
動
へ
の
政
府
の
介
入
を
批
判
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
論
争
に
つ
い
て
、
ボ
ウ
ラ
ー
は
ま
ず
ラ
マ
ル
ク
の
理
論
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
生

物
に
内
在
す
る
進
歩
す
る
力
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
物
は
単
純
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の
に
変
化
し
て
ゆ
く
。
ラ
マ
ル
ク
に
よ
れ

ば
、
現
在
も
単
純
な
生
物
が
存
在
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
生
物
が
自
然
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
常
に
こ
の
よ
う
な
過
程
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
多
様
な
外
的
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に
獲
得
し
た
形
質
が
遺
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
が
で
き
る
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
キ
リ
ン
が
首
を
伸
ば
す
と
い
う
習
慣
を
通
じ
て
、
世
代
を
経
る
ご
と
に
首
と
前
肢
の
長

く
な
っ
た
と
い
う
例
が
よ
く
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
環
境
に
適
応
す
る
た
め
の
欲
求
や
習
慣
が
進
化
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
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議
論
で
あ
る
。
な
お
、
ラ
マ
ル
ク
は
有
名
な
キ
リ
ン
の
例
に
つ
い
て
『
動
物
哲
学
』（1809

）
の
第
7
章
で
簡
単
に
言
及
し
て
い
る

（L
am

arck 1914

）。
ま
た
植
物
に
つ
い
て
は
欲
求
や
意
図
は
働
か
な
い
が
、
内
在
的
な
柔
軟
性
に
よ
り
環
境
に
適
応
す
る
と
い
う
。

上
述
し
た
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
若
い
こ
ろ
に
鉄
道
技
師
と
し
て
働
い
て
い
る
と
き
に
地
質
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
エ
ル
の

『
地
質
学
原
理
』
を
読
み
、
ラ
マ
ル
ク
の
理
論
を
奉
じ
る
よ
う
に
な
っ（

13
）

た
。
本
書
で
ラ
イ
エ
ル
は
、
地
球
の
現
在
の
姿
が
聖
書
に
あ
る

よ
う
な
大
洪
水
な
ど
の
超
自
然
的
な
力
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
現
在
も
観
察
さ
れ
る
よ
う
な
自
然
現
象
の
長
期
的

な
影
響
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
、
自
然
法
則
の
種
類
や
程
度
は
時
代
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
と
い
う
前
提
（
斉
一
説
）
か

ら
地
球
の
姿
を
科
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
を
試
み（

14
）

た
。

ラ
イ
エ
ル
の
理
論
は
地
質
す
な
わ
ち
無
生
物
に
つ
い
て
の
理
論
だ
が
、
ビ
ー
グ
ル
号
の
航
海
中
に
こ
の
本
を
読
ん
だ
ダ
ー
ウ
ィ
ン

が
、
そ
の
進
化
論
の
発
展
に
際
し
て
本
書
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ラ
イ
エ
ル
の
理
論
を
生
物
に

当
て
は
め
て
考
え
れ
ば
す
ぐ
に
進
化
論
を
示
唆
す
る
理
論
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
エ
ル
が
本
書
を
執
筆
し
て
い
た

当
時
は
、
進
化
論
は
ま
だ
空
想
的
で
あ
り
科
学
理
論
と
は
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
神
の
創
造
を
否
定
す
る
唯
物
論
的
な
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
原
因
と
な
っ
た
危
険
思
想
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ラ
イ
エ
ル
自
身
は
『
地
質
学
原
理
』
の
第
2
巻
に
お
い

て
ラ
マ
ル
ク
の
議
論
を
批
判
し
、
種
の
不
変
性
を
唱
え
る
こ
と
で
、
進
化
論
と
は
距
離
を
置
こ
う
と
し
た
。

『
地
質
学
原
理
』
の
中
で
、
ラ
イ
エ
ル
は
進
歩
的
発
展
（
ま
た
は
進
歩
的
前
進
）
の
傾
向
性
と
、
外
的
状
況
の
力
（
す
な
わ
ち
環
境

に
適
応
し
た
個
体
の
獲
得
形
質
の
遺
伝
）
と
い
う
二
つ
の
原
理
に
よ
っ
て
ラ
マ
ル
ク
の
説
を
説
明
し
、「
単
細
胞
生
物
が
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
へ
と
進
化
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
人
間
の
属
性
と
位
階
を
得
る
よ
う
に
な
る
」
も
の
と
し
て
い
る
（L

yell 1830 -33: 192 -3

）。
し

か
し
、
彼
は
現
在
入
手
可
能
な
過
去
の
生
物
に
関
す
る
証
拠
は
非
常
に
少
な
く
、
生
物
が
下
等
な
も
の
か
ら
高
等
な
も
の
へ
進
化
し
て

き
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
逆
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
さ
い
に
得
ら
れ
た
人
間
や
動
物
の
ミ
イ

ラ
の
証
拠
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
と
三
千
年
前
の
動
物
や
人
間
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
あ
る
と
論
じ（

15
）

た
。
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と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
議
論
は
ス
ペ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
は
説
得
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
む
し
ろ
ラ
イ
エ
ル
が
当
時
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
し
か
読
め
な
か
っ
た
ラ
マ
ル
ク
の
理
論
を
英
語
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
こ
と
が
（
ラ
マ
ル
ク
の
英
訳
が
出
る
の
は
一
九
一
四

年
と
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
る
）、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ラ
マ
ル
ク
の
こ

の
二
つ
の
要
素
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
獲
得
形
質
の
遺
伝
だ
け
で
な
く
、
後
の
『
生
物
学
原
理
』
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
の
議
論
も
補
助

的
な
原
理
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
両
者
を
同
時
に
受
け
入
れ
る
の
は
、
一
見
す
る
と
奇
妙
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ボ

ウ
ラ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
も
獲
得
形
質
の
遺
伝
は
補
助
的
な
役
割
を
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
た
と
え

ば
、『
種
の
起
源
』
の
第
5
章
で
は
、
洞
窟
に
お
け
る
昆
虫
や
カ
ニ
の
目
が
退
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
用
不
用

説
を
用
い
た
説
明
を
し
て
い
る
。
自
然
選
択
と
獲
得
形
質
の
遺
伝
の
い
ず
れ
を
重
視
す
る
か
に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
当
時
は
こ
の

二
つ
の
進
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
が
併
存
し
て
い
た
と
言
え（

16
）

る
。

ボ
ウ
ラ
ー
の
論
文
で
は
、
そ
の
後
ラ
マ
ル
ク
主
義
と
い
う
言
葉
が
、
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
指
す
考
え
方
よ
り
も
む
し
ろ
、
進
化
に
は

方
向
性
が
あ
る
と
い
う
進
歩
的
発
展
の
考
え
方
を
主
に
指
す
よ
う
に
な
り
、
と
り
わ
け
進
化
の
方
向
性
に
は
神
の
意
図
が
働
い
て
い
る

と
い
う
考
え
方
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
っ
た
た
め
に
、
米
国
で
は
進
化
は
神
の
意
図
で
あ
り
、
人
類
は
自
ら
の
進
化
に
責
任
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
「（
新
）
ラ
マ
ル
ク
主
義
」
と
な
っ
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ボ
ウ
ラ
ー
は
こ
う
し
た
神
学
的
な
進
化
論
の
立
場
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
立
場
を
対
比
す
る
た
め
に
、
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
採
用
し
て
い

た
ス
ペ
ン
サ
ー
は
目
的
論
の
立
場
を
取
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
少
し
補
足
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
た

し
か
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
神
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
初
期
の
『
社
会
静
学
』
な
ど
の
著
作
を
除
け
ば
、
神
学
的
な
説
明
を
排
し
て
、
科

学
的
な
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
理
論
構
築
を
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
マ
イ
ケ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
た
と

え
ス
ペ
ン
サ
ー
が
自
然
神
学
的
な
意
味
で
の
目
的
論
を
放
棄
し
て
、
万
物
は
自
然
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
展
開
す
る
と
い
う
機
械
論
的
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な
自
然
理
解
を
し
て
い
た
と
し
て
も
、
進
化
に
は
同
質
か
ら
異
質
の
も
の
へ
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
目
的
論
は
保
持

し
て
い
た
と
言
え
る
（Taylor 2007: 68 -70

）。
ま
た
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
最
大
の
完
成
と
最
も
完
全
な
幸
福
が
達
成
さ
れ
る
宇
宙
的
な

均
衡
状
態
を
進
化
の
最
終
地
点
と
考
え
て
い（

18
）

た
。
こ
の
点
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
理
論
は
、
進
化
は
自
然
選
択
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考

え
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
よ
う
に
進
化
の
方
向
性
や
最
終
地
点
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
と
は
大
き

く
異
な
る
だ
ろ
う
（cf. Taylor 2007: 74 -5

）。

三
　
ス
ペ
ン
サ
ー
は
功
利
主
義
者
か

前
節
で
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て
概
説
し
た
が
、
本
節
で
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
倫
理
学
が
ど
の
程
度
功

利
主
義
的
と
言
え
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
と
く
に
道
徳
的
権
利
の
不
可
侵
性
を
強
調
し
て
い
る
た
め
、
ノ
ー

ジ
ッ
ク
の
よ
う
な
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
思
想
の
源
泉
と
も
み
な
さ
れ
て
い
る（

19
）

が
、
政
治
思
想
家
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン

の
よ
う
に
彼
を
『
自
由
論
』
を
主
張
し
た
ミ
ル
と
同
類
の
「
リ
ベ
ラ
ル
功
利
主
義
者
」
だ
と
特
徴
づ
け
る
論
者
も
い（

20
）

る
。
ま
た
、
マ
イ

ケ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
快
楽
説
を
取
っ
て
い
る
点
で
功
利
主
義
的
だ
が
、
獲
得
形
質
の
遺
伝
を
通
じ
た
道
徳
の
生
得
観

念
説
（
直
観
主
義
）
を
正
当
化
し
て
い
る
点
と
、
人
間
本
性
の
可
変
性
を
支
持
し
て
い
る
点
で
異
な
る
と
し
て
い（

21
）

る
。
果
た
し
て
ス
ペ

ン
サ
ー
は
ど
の
程
度
功
利
主
義
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ミ
ル
と
の
直
接
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
見
て
み
た（

22
）

い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、『
功
利
主
義
論
』（1861

）
の
第
5
章
に
お
い
て
、
ミ
ル
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
批
判
に
対
す
る
応
答
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
ミ

ル
は
、
正
義
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
、
等
し
い
者
は
等
し
く
、
等
し
く
な
い
者
は
等
し
く
な
い
仕
方
で
扱
う
と
い
う
不
偏
性
（
公
平

性
）
が
、
功
利
性
の
原
理
に
先
立
つ
原
理
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ミ
ル
は
、「
各

人
を
一
人
と
し
て
数
え
、
誰
も
そ
れ
以
上
に
は
数
え
な
い
」
と
い
う
ベ
ン
タ
ム
の
格
言
を
正
義
の
根
本
に
あ
る
不
偏
性
と
い
う
特
徴
と

（
17
）
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み
な
し
た
う
え
で
、
こ
れ
は
功
利
原
理
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
主
張
を
行
な
っ
て
い（

23
）

る
。
ミ
ル
の
こ
の
文
章
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が

『
社
会
静
学
』
の
第
5
章
第
3
節
に
お
い
て
行
な
っ
た
功
利
主
義
批
判
に
対
す
る
応
答
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
功
利
主
義
者
は

自
然
権
思
想
を
批
判
す
る
も
の
の
、
自
分
自
身
も
「
各
人
は
幸
福
に
対
す
る
等
し
い
権
利
を
も
つ
」
と
い
う
先
行
す
る
原
理
を
密
か
に

前
提
し
て
い
る
、
と
ス
ペ
ン
サ
ー
が
批
判
し
た
こ
と
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
功
利
原
理
の
背
後
に
は
自

然
権
の
理
論
が
あ
る
と
し
て
、
功
利
主
義
を
批
判
し
た
の
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
ミ
ル
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
批
判
を
紹
介
し
た
後
で
、
同
じ
量
の
幸
福
は
、
ど
の
人
が
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
等
し

く
望
ま
し
い
と
い
う
の
は
算
術
的
な
真
理
で
あ
り
、
前
提
で
は
な
く
原
理
そ
の
も
の
だ
と
い
う
答
え
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

は
等
し
い
量
の
幸
福
は
等
し
く
望
ま
し
い
と
い
う
価
値
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
り
、
各
人
が
等
し
い
権
利
を
持
つ
と
い
う
権
利
の
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
ス
コ
ラ
プ
ス
キ
が
適
切
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（Skorupski 2015: 141

）、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
し
て
は
、
こ
の
主

張
に
対
し
て
、
各
人
の
幸
福
は
当
人
に
と
っ
て
価
値
を
も
つ
と
い
う
経
験
的
な
主
張
か
ら
、
快
は
行
為
者
中
立
的
な
価
値
を
持
つ
（
す

な
わ
ち
、
同
じ
量
の
幸
福
は
、
ど
の
人
が
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
等
し
く
望
ま
し
い
）
と
い
う
主
張
は
導
け
な
い
と
反
論
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
は
後
に
こ
の
点
に
気
付
き
、
功
利
主
義
を
構
築
す
る
た
め
の
公
理
と
し

て
、
規
則
の
適
用
に
お
い
て
不
偏
性
を
指
令
す
る
「
正
義
の
原
理
」
と
、
自
分
自
身
の
善
と
同
等
に
他
人
の
善
を
尊
重
す
る
道
徳
的
義

務
が
あ
る
と
す
る
「
合
理
的
博
愛
の
原
理
」
を
哲
学
的
直
観
と
し
て
前
提
し
た
の
で
あ（

24
）

る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ミ
ル
の
痛
い
点
を
付
い
て

い
た
と
言
え
る
わ
け
で
、
こ
の
点
は
高
く
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ミ
ル
へ
の
応
答
に
お
い
て
は
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
よ
う
な
主
張
を
し
な
か
っ
た
。
彼
は
ミ
ル
へ
の

手
紙
の
な
か
で
自
分
が
「
反
功
利
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
異
を
唱
え
、「
幸
福
は
想
起
さ
れ
る
べ
き
究
極
目
的
で
あ
る
」
こ
と
は

認
め
る
が
、
そ
れ
が
至
近
（proxim

ate

）
目
的
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
各
人
は
常
に
幸
福
を
行
為
指
針
と
し
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て
行
為
す
べ
き
だ
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
為
指
針
と
し
て
提
供
し
う
る
の
は
「
経
験
的
な
一
般
化
」
だ
け

だ
と
す
る
従
来
の
功
利
主
義
と
は
異
な
り
、
生
存
の
法
則
と
存
在
の
条
件
か
ら
よ
り
法
則
性
の
高
い
道
徳
科
学
を
演
繹
で
き
る
と
し

た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
功
利
原
理
を
常
に
行
為
指
針
と
し
て
使
お
う
と
す
る
（
と
彼
が
考
え
た
）
ベ
ン
タ
ム
型
の
功
利
主
義
を
「
経
験

主
義
的
功
利
主
義
」（em

pirical utilitarianism

）
と
呼
び
、
功
利
原
理
か
ら
導
か
れ
る
道
徳
的
権
利
を
行
為
指
針
と
し
て
用
い
る
自

分
の
功
利
主
義
を
「
合
理
主
義
的
功
利
主
義
」（rational utilitarianism

）
と
し
て
対
比
的
に
描
い
て
い（

25
）る

。
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン

（W
einstein 1998: 86 -7

）
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
立
場
を
直
接
功
利
主
義
と
間
接
功
利
主
義
の
区
別
を
用
い
て
後
者
の
一
種
と
し
て
説

明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幸
福
を
直
接
の
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
平
等
な
自
由
の
法
則
と
い
っ
た
道
徳
的
権
利
を
尊
重
す
る
こ

と
に
よ
り
、
間
接
的
に
社
会
の
幸
福
の
最
大
化
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ス
ペ
ン
サ
ー
は
ミ
ル
へ
の
手
紙
の
中
で
続
け
て
、
道
徳
的
直
観
は
過
去
の
世
代
の
人
々
の
経
験
の
蓄
積
が
遺
伝
に
よ
っ
て
各
人
に
身

に
付
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
個
々
人
の
経
験
に
は
基
盤
を
持
た
な
い
と
は
い
え
、
同
様
な
仕
方
で
各
人
に
身
に
付
い
て
い
る
空
間

の
直
観
が
幾
何
学
の
論
証
と
対
応
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
そ
れ
ら
の
直
観
は
道
徳
科
学
の
論
証
に
対
応
し
て
い
る
と
言
う
。
こ
う
し

て
、
進
化
に
基
礎
を
持
つ
道
徳
的
直
観
に
は
、
進
化
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
な
い
経
験
則
に
は
な
い
権
威
が
あ
る
と
ス
ペ
ン
サ
ー
は
考

え
た
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ル
の
場
合
で
あ
れ
ば
後
天
的
な
観
念
連
合
に
よ
っ
て
我
々
の
道
徳
感
覚
が
説
明
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ス
ペ
ン

サ
ー
は
進
化
論
を
用
い
て
、
こ
う
し
た
道
徳
感
覚
は
前
の
世
代
か
ら
引
き
継
が
れ
る
道
徳
的
直
観
と
し
て
、
自
ら
の
経
験
と
は
独
立
し

て
存
在
す
る
と
主
張
し
た
の（

26
）

だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
道
徳
的
直
観
を
進
化
論
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
直
観
主
義
と

功
利
主
義
と
の
融
合
を
図
ろ
う
と
し
た
と
言
え
る
。

と
は
い
え
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
議
論
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
は
、
道
徳
的
直
観
に
ど
こ
ま
で
従
っ
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
『
社
会
静
学
』
に
お
い
て
、
知
性
お
よ
び
道
徳
感
覚
の
双
方
か
ら
、「
自
由
の
平
等
の
法
則
」
が
導
か
れ
る
と

述
べ
て
い
る
が
、
テ
イ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
道
徳
的
直
観
が
つ
ね
に
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、



哲
学
研
究

　
第
六
百
三
号

五
〇

以
前
の
世
代
が
直
面
し
た
環
境
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
進
歩
す
る
社
会
に
対
応
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

（Taylor 2007: 113

）。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
が
そ
う
考
え
て
い
た
と

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
直
観
に
ど
こ
ま
で
権
威
を
認
め
従
う
べ
き
か
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
が
生
じ
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
シ
ジ

ウ
ィ
ッ
ク
が
進
化
倫
理
学
批
判
に
お
い
て
挙
げ
た
論
点
の
一
つ
で
あ
る
、
理
性
の
命
令
と
道
徳
感
覚
の
命
令
が
異
な
る
と
き
に
、
ど
ち

ら
に
従
う
べ
き
か
答
え
が
出
せ
な
い
と
い
う
批
判
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（Sidgw

ick 1876: 63ff

）。
ス
ペ
ン
サ
ー

と
し
て
は
、
ど
の
文
化
で
も
見
ら
れ
る
比
較
的
安
定
し
た
直
観
と
、
そ
う
で
な
い
直
観
に
分
け
ら
れ
る
と
応
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
場
合
、
あ
る
直
観
が
そ
の
い
ず
れ
に
含
ま
れ
る
か
を
見
分
け
る
基
準
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
基
準
が
よ
り
基
底
的
な
基
準
に
な
る

と
い
う
問
題
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。

四
　
ス
ペ
ン
サ
ー
は
進
化
論
的
な
功
利
主
義
者
か

上
述
し
た
よ
う
に
、
内
井
惣
七
は
、「
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
結
局
、
快
楽
説
あ
る
い
は
功
利
主
義
の
倫
理
学
に
進
化
思
想
（
実
は
進
歩

主
義
）
の
衣
を
着
せ
て
「
進
化
論
的
倫
理
学
」
と
し
て
売
り
出
し
た
」（
内
井 1996:

85

）
と
述
べ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー

の
功
利
主
義
は
進
化
論
抜
き
で
も
語
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
指
摘
は
本
質
的
な
も
の
で
、
実
際
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
倫
理
理
論
に
お
い
て
進
化
論
の
話
が
ど
の
ぐ
ら
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
後
に
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
や
ム
ー
ア
が
倫
理
学
の
基
礎
と
し
て
生
物
学
（
進
化
論
）
は

必
要
が
な
い
と
考
え
た
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
こ
で
ま
ず
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
が
、
主
に
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
を
基
礎
に
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
点
は
内
井
も
認
め
て
い
る
と
お
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
は
目
的
論
的
で
あ
り
、
ま
た
獲
得
形
質

の
遺
伝
を
認
め
て
い
る
点
で
ラ
マ
ル
ク
的
で
あ
る
（
内
井1996: 78 -9

）。
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
自
然
選
択
説
と
用
不
用
説
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を
多
少
な
り
と
も
同
時
に
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
置
い
て
お
く
と
し
て
、
仮
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
を
中
心
と
す
る
進

化
論
し
か
進
化
論
と
認
め
な
け
れ
ば
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
倫
理
学
は
、
当
然
な
が
ら
進
化
論
的
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
だ
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
倫
理
学
は
進
化
論
的
で
な
い
と
い
う
の
は
、
単
に
定
義
の
問
題
に
な
る
。
む
し
ろ
、
ス
ペ
ン

サ
ー
が
生
存
し
て
い
た
当
時
は
ま
だ
否
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ラ
マ
ル
ク
的
な
進
化
論
が
、
ど
の
程
度
ス
ペ
ン
サ
ー
の
功
利
主
義
の
内

実
に
影
響
を
与
え
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
た
場
合
、
ま
ず
、
ラ
マ
ル
ク
流
の
目
的
論
は
、
今
日
の
進
化
論
理
解
か
ら
す
れ
ば
的
外
れ
と
言
え
る
と

し
て
も
、
人
間
が
到
達
す
る
完
全
性
、
す
な
わ
ち
自
分
の
利
益
と
社
会
の
利
益
が
自
然
に
一
致
す
る
社
会
と
い
う
ス
ペ
ン
サ
ー
の
理
念

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
苦
痛
は
一
般
に
環
境
へ
の
不
適
応
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
、
適
応
が
進
む
と

苦
痛
は
減
少
し
、
快
楽
は
増
大
す
る
。
人
間
が
完
全
に
適
応
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
苦
痛
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
各
人
は
他

人
に
苦
痛
を
与
え
な
い
限
り
で
自
ら
の
利
益
を
追
求
し
、
他
人
に
善
行
を
す
る
こ
と
で
快
楽
を
得
る
。
そ
こ
で
、
テ
イ
ラ
ー
の
指
摘
す

る
よ
う
に
（Taylor 2007: 114 -5

）、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
倫
理
学
が
正
し
け
れ
ば
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
道
徳
理
論
が
問
題
に
し
て
い

た
利
己
主
義
対
利
他
主
義
の
問
題 

― 

こ
れ
は
利
己
主
義
的
な
人
間
観
に
基
づ
く
ベ
ン
タ
ム
流
の
功
利
主
義
に
お
い
て
も
難
問
で
あ
っ

た
も
の
で
あ
る 

― 

は
克
服
さ
れ（

27
）

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
進
化
論
に
よ
っ
て
功
利
主
義
が
目
指
す
べ
き
目
標
が
提
供
さ

れ
る
と
考
え
て
い
た
。

さ
ら
に
、
獲
得
形
質
の
遺
伝
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
そ
も
そ
も
こ
の
理
論
が
歴
史
的
に
見
る
と
基
本

的
に
正
し
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
内
井
の
主
張
に
反
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
功
利
主
義
と
は
異
質
な
、
道
徳
的
生
得
観
念
の
正
当
化
、

あ
る
い
は
道
徳
に
関
す
る
生
得
説
の
擁
護
と
い
う
重
要
な
論
点
を
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
人
間
の
由
来
』（1871

）
に
お
い
て
良
心
の
起
源
に
つ
い
て
論
じ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、
自
然
選
択
説
か
ら
で
は
あ
る
が
、
ス
ペ
ン

サ
ー
と
同
じ
よ
う
に
道
徳
の
生
得
観
念
の
存
在
を
認
め
て
い
た
。
内
井
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
道
徳
感
情
論
（
良
心
論
）
は
、
ミ
ル
の
観
念
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連
合
説
と
還
元
主
義
を
取
っ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
と
し
て
、「
両
者
〔
ミ
ル
の
思
想
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の

思
想
〕
の
違
い
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
考
え
た
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
」（
内
井2009: 174

）
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
直
観
主
義
と
功
利
主
義

と
の
論
争
の
歴
史
お
よ
び
近
年
の
道
徳
心
理
学
の
議
論
を
考
慮
に
入
れ
た
場（

28
）

合
、
こ
の
点
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
ミ
ル
の
大
き
な
違
い
と

も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
も
視
野
に
入
れ
た
と
き
に
さ
ら
に
そ
の
対
比
が
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
『
人
間
の
由
来
』
で
、
道
徳
的
直
観
が
遺
伝
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
意
見
を
肯
定
的
に
引
用
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
正
に
上
記
（
第
三
節
）
の
ミ
ル
と
の
や
り
と
り
の
内
容
だ
っ
た
。
こ
の
引
用
の
あ
と
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
「
道
徳
的
傾

向
が
多
か
れ
少
な
か
れ
強
い
遺
伝
性
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
質
的
に
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と
は
私
に
は
思
わ
れ
な

い
」（D

arw
in 1879: 141, 

翻
訳
95
頁
、
一
部
修
正
）
と
述
べ
、
進
化
論
の
内
実
は
異
な
る
と
し
て
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
同
様
に
、
道

徳
感
覚
の
生
得
性
を
示
唆
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
ダ
ー
ウ
ィ
ン
も
ス
ペ
ン
サ
ー
も
、
進
化
論
の
理
論
を
用
い
て
、
ベ
ン
タ
ム
や
ミ
ル
が
敵
対
視
し
て
い
た
直
観
主
義
と
功

利
主
義
の
対
立
を
融
和
す
る
道
筋
を
示
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
考
え
で
は
、
進
化
論
は
利
己
主
義

と
利
他
主
義
の
衝
突
が
克
服
さ
れ
た
未
来
を
描
き
出
す
こ
と
で
功
利
主
義
の
目
指
す
べ
き
方
向
を
示
す
と
同
時
に
、
生
得
的
な
道
徳
感

覚
が
各
人
に
意
思
決
定
の
指
針
を
与
え
る
と
い
う
間
接
功
利
主
義
的
な
立
場
が
導
出
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
仮
に
ラ
マ
ル
ク

の
進
化
論
が
正
し
い
と
前
提
し
た
場
合
に
は
、
前
節
の
最
後
に
指
摘
し
た
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
あ
る
程
度
魅
力
的
な
進
化
論
的
な
功

利
主
義
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
仮
に
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論
で
は
な
く
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
に
基
づ
く
進
化
論
を
前
提
と
し
た
場
合

に
は
、
利
己
主
義
と
利
他
主
義
の
宥
和
に
関
す
る
目
的
論
的
な
世
界
観
は
支
持
で
き
な
い
も
の
と
な
る
が
、
後
者
の
道
徳
感
覚
の
生
得

性
に
つ
い
て
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
で
も
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
道
徳
感
覚
を
規
範
倫
理
学
的
に
ど
う
評

価
す
る
か
は
、
今
日
に
お
い
て
も
重
要
な
論
点
で
あ（

29
）

る
。

こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
よ
う
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
初
め
て
進
化
論
を
倫
理
学
に
本
格
的
に
適
用
し
、
功
利
主
義
的
な
倫
理
理
論
を
打
ち
立
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て
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、
進
化
が
人
間
の
幸
福
を
増
大
さ
せ
る
方
向
に
働
く
と
い
う
目
的
論
に
よ
っ
て
功
利
主
義
者
が
目
指
す
べ
き
社

会
を
描
き
出
し
、
ま
た
道
徳
感
覚
が
遺
伝
す
る
と
い
う
考
え
に
よ
っ
て
、
快
楽
計
算
で
は
な
く
道
徳
感
覚
に
従
う
こ
と
が
功
利
主
義
に

適
う
と
い
う
、
直
観
主
義
と
功
利
主
義
を
調
停
す
る
立
場
を
示
し
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
こ
の
よ
う
な
理
論
は
、
獲
得
形
質
の

遺
伝
な
ら
び
に
目
的
論
を
取
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
見
向
き
も
さ
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け

が
進
化
論
の
倫
理
学
へ
の
適
用
方
法
で
は
な
い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
流
の
進
化
論
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
倫
理
学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

謝
辞
：
本
論
文
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
二
〇
一
七
年
11
月
3
日
の
京
都
哲
学
会
に
お
け
る
報
告
に
お
い
て
特
定
質
問
者
の
伊
勢
田
哲
治
氏
お
よ
び
出
席
者
か

ら
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
ま
た
、
二
〇
一
八
年
3
月
28
日
の
イ
ギ
リ
ス
哲
学
会
で
の
報
告
に
お
い
て
フ
ロ
ア
か
ら
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
多
く

を
学
ん
だ
。
な
お
、
本
研
究
は JSP

S

科
研
費 JP

15K
01998 

お
よ
び 18K

00040 

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注

 

（
1
）　「
ス
ペ
ン
サ
ー
の Social Statics

（1854

）
を
尾
崎
行
雄
が
訳
し
た
『
権
利
提
綱
』
は1877

（
明
治
10
）
年
に
、
ま
た
同
じ
く
ス
ペ
ン
サ
ー
の T

he 

P
rinciples of Sociology, vol. I 

（1876

）
を
乗
竹
孝
太
郎
が
訳
し
た
『
社
会
学
原
理
』
は1882

（
明
治
15
）
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
…
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
関
係
の
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
著
作
で
邦
訳
・
出
版
さ
れ
た
も
の
は
、1877

年
か
ら1888

年
の
12
年
間
で
20
冊
」
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、「
生
物
進
化
論

関
係
の
書
物
で
は
同
じ
時
期
に
出
版
さ
れ
た
も
の
が
た
っ
た
の
4
冊
」
し
か
な
く
、
き
わ
め
て
対
照
的
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
」（
鵜
浦1991: 125 -6

）。

現
在
、
明
治
期
の
ス
ペ
ン
サ
ー
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
（http://dl.ndl.go.jp

）。
な

お
、
清
水
は
、
社
会
学
分
野
で
は
、
社
会
有
機
体
説
の
没
落
と
と
も
に
ス
ペ
ン
サ
ー
も
忘
れ
ら
れ
た
と
い
う
理
解
を
述
べ
て
い
る
（
清
水1970:

40

）。
倫

理
学
で
は
ム
ー
ア
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
の
人
気
が
な
く
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、Taylor 

（2007: 144ff

）
参
照
。

 

（
2
）　
日
本
国
内
で
言
え
ば
、
近
年
に
お
い
て
ス
ペ
ン
サ
ー
を
主
題
的
に
扱
っ
た
本
は
、
社
会
学
分
野
で
は
挾
本
佳
代
（2000

）
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
と
な

る
と
、
清
水
幾
太
郎
の
『
世
界
の
名
著 

コ
ン
ト 

ス
ペ
ン
サ
ー
』
の
翻
訳
（1970 

年
）
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
清
水
は
コ
ン
ト
に
シ
ン
パ
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シ
ー
が
あ
る
た
め
、
解
説
に
お
け
る
ス
ペ
ン
サ
ー
の
扱
い
は
冷
淡
で
あ
る
。
思
想
史
の
分
野
で
は
、
山
下
重
一
（1983, 2008, 2009

）
を
始
め
、
ス
ペ
ン

サ
ー
の
思
想
を
紹
介
す
る
論
文
が
い
く
つ
か
あ
る
。
英
米
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
状
況
だ
が
、
本
文
や
注
で
触
れ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
著
作
や
論

文
集
が
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
哲
学
分
野
で
は
ま
っ
た
く
著
作
は
な
く
、
論
文
も
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
日
本
倫
理
学
会
の
学
会
誌
で
あ

る
『
倫
理
学
年
報
』
は
一
九
五
二
年
か
ら
続
い
て
い
る
が
、
タ
イ
ト
ル
に
ス
ペ
ン
サ
ー
や
進
化
論
が
付
い
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
一
本
も
な
い
。
最
後
に
、
彼

の
自
由
主
義
思
想
は
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
ら
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
思
想
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
（
ノ
ー
ジ
ッ
ク
は
『
ア
ナ
ー
キ
ー
・
国
家
・
ユ
ー
ト
ピ

ア
』
で
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
作
に
言
及
し
て
い
る
）。
そ
の
関
係
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
主
要
な
著
作
は
、「
個
人
の
自
由
と
自
由
経
済
に
関
す
る
著
作
」
を
電
子

化
し
て
い
る O

nline L
ibrary of L

iberty 

で
読
む
こ
と
が
で
き
る
（http://oll.libertyfund.org/people/herbert-spencer

）。
最
近
、
法
哲
学
者
の
森
村
進

が
『
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（2017

）
と
し
て
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
社
会
静
学
』
や
『
人
間
対
国
家
』
な
ど
を
訳
出
し
た
が
、
森
村

も
こ
う
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
側
面
に
注
目
し
て
い
る
と
言
え
る
。

 

（
3
）　
た
と
え
ば Taylor 

（2007: 148
）。
ラ
ッ
セ
ル
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
ム
ー
ア
と
と
も
に
、
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
か
ら
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
を
学
ん
で
お

り
、
彼
の
思
想
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。C

unningham

（1994

）
を
参
照
。

 

（
4
）　
以
下
は
ス
ペ
ン
サ
ー
に
よ
る
自
伝
（Spencer 1904

）
や
、O

ffer

（1994

）
の
序
文
、
横
山
（2007 

）、
山
下
（2008

）
な
ど
を
参
照
し
た
。

 

（
5
）　
書
名
に
つ
い
て
の
紆
余
曲
折
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
伝
（Spencer 1904: C

h.21

）
を
参
照
。
ま
た
、
山
下
（2008:39

）
も
参
照
。

 

（
6
）　
先
に
注
で
触
れ
た
森
村
（2017

）
の
翻
訳
の
ほ
か
、
山
下
（2008

）
の
概
説
が
わ
か
り
や
す
い
。

 

（
7
）　
こ
の
記
述
は
、
本
書
の
「
要
約
（Sum

m
ary

）」
の
部
分
に
最
も
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
（Spencer 1851: 461

）。

 

（
8
）　
清
水
幾
太
郎
は
「
自
由
放
任
の
個
人
主
義
と
有
機
体
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
容
易
に
調
和
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
清
水 1970:

42

））
と
述
べ
て
い

る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
あ
く
ま
で
社
会
は
個
人
の
総
計
と
考
え
て
お
り
、
社
会
有
機
体
説
と
い
っ
て
も
部
分
は
全
体
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ

た
傾
向
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
本
文
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
政
府
の
消
滅
と
い
う
こ
と
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
社
会
有
機
体
説
に

関
す
る
清
水
の
ス
ペ
ン
サ
ー
理
解
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
下
重
一
（2009

）
を
見
よ
。
な
お
、
山
下
（2008

）
で
は
こ
の
平
等
な
自
由
の

法
則
と
ミ
ル
の
自
由
主
義
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

（
9
）　Taylor

（2015: 2 -3

）
参
照
。
日
本
で
も
一
八
八
一
年
か
ら
『
社
会
平
権
論
』（
松
島
剛
訳
）
と
し
て
分
冊
で
出
版
さ
れ
、
一
八
八
四
年
に
出
た
合
冊

本
は
空
前
の
売
れ
行
き
を
示
し
た
と
い
う
（
山
下2008:

14

）。
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（
10
）　
ス
ペ
ン
サ
ー
の
教
育
論
に
つ
い
て
は
、
小
松
（2009

）
を
参
照
せ
よ
。

 

（
11
）　『
世
界
の
名
著
』
に
も
翻
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
進
歩
に
つ
い
て
」（1857

）
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
出
版
前
夜
の
論
文
で
あ
り
、
カ
ー

ル
・
エ
ル
ン
ス
ト
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ー
ア
の
胚
の
発
生
（
分
化
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
ス
ペ
ン
サ
ー
が
、「
有
機
体
の
進
歩
が
同
質
か
ら
異
質
へ
の
変
化
で
あ
る

こ
と
は
議
論
の
余
地
が
な
い
。
…
…
同
質
か
ら
異
質
へ
の
変
化
が
進
歩
の
根
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
」
と
進
歩
の
一
般
的
原
理
と
し
て
定
式
化

し
た
も
の
で
あ
る
（Spencer 1961: 154, 

清
水 1970: 400

）。
本
書
で
は
、
た
と
え
ば
、
パ
プ
ア
人
と
比
べ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
場
合
は
、「
未
開
人
に

比
べ
て
前
肢
と
後
肢
が
異
質
的
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（Spencer 1961: 160, 

清
水 1970: 405

）。
ま
た
、
熱
力
学
の
議
論
に
影
響
を
受
け

て
い
た
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
多
様
性
の
増
大
の
原
因
は
、「
能
動
的
な
力
は
す
べ
て
一
つ
以
上
の
変
化
を
生
じ
、
原
因
は
す
べ
て
一
つ
以
上
の
結
果
を
生
ず
る
」

と
い
う
多
様
な
も
の
を
生
み
出
す
原
理
に
よ
る
と
論
じ
た
（Spencer 1961: 176, 

清
水 1970: 421

）。

 

（
12
）　
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、「
進
歩
に
つ
い
て
」、
お
よ
び
『
第
一
原
理
』
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
物
だ
け
で
な
く
社
会
や
宇
宙
の
す
べ
て
が
「
同
質
か
ら

異
質
へ
の
変
化
」
と
い
う
意
味
で
の
進
化
の
法
則
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
てTaylor

（2007

）
の
第
4
章
も
参
照
せ
よ
）。
し
か

し
、
以
下
で
は
主
に
生
物
に
つ
い
て
の
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
理
解
を
論
じ
る
。

 

（
13
）　
た
だ
し
、
ス
ペ
ン
サ
ー
研
究
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
自
伝
に
見
ら
れ
る
こ
の
逸
話
は
知
的
な
虚
栄
心
か
ら
来
る
も
の
で
あ

り
、
実
際
の
と
こ
ろ
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ダ
ー
ビ
ー
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
に
エ
ラ
ズ
マ
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
著
作
の
影
響
を
受
け
て
い
た
は
ず
だ
と
述
べ
て
い
る

（Taylor 2007:
59

）。

 

（
14
）　Lyell

（1830 -33

）
よ
り
。
編
者
解
説
も
参
考
に
し
た
。

 

（
15
）　
こ
の
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
に
つ
い
て
の
記
述
は
ラ
マ
ル
ク
の
『
動
物
哲
学
』
に
も
あ
る
が
、
ラ
マ
ル
ク
は
エ
ジ
プ
ト
の
現
在
の
動
物
や
人
間
が
過
去
の

も
の
と
同
じ
な
の
は
エ
ジ
プ
ト
の
環
境
が
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
ラ
イ
エ
ル
は
、
そ
れ
ら
の
動
物
は
地
球
上
の
環
境
の
異

な
る
場
所
で
も
同
一
の
特
徴
を
保
っ
て
い
る
と
応
答
し
て
い
る
（Lyell 1830-33: 204 -6

）。

 

（
16
）　
ス
ペ
ン
サ
ー
は
自
然
選
択
に
よ
る
進
化
を
環
境
不
適
応
者
を
除
外
す
る
だ
け
の
二
次
的
な
も
の
と
考
え
、
獲
得
形
質
の
遺
伝
こ
そ
が
環
境
へ
の
適
応
を

も
た
ら
す
進
化
の
原
理
だ
と
考
え
て
い
た
（Taylor 2007: 73 -4

）。

 

（
17
）　
ま
た
内
井
（1996:

78

）
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
理
論
を
こ
の
意
味
で
目
的
論
的
と
し
て
い
る
。

 

（
18
）　
な
お
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
均
衡
状
態
に
関
し
て
、
熱
力
学
の
法
則
を
流
用
し
て
い
た
が
、
同
時
代
人
に
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
完
全
な
均
衡
状
態
は
全
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て
の
生
物
の
死
を
意
味
す
る
た
め
、
完
全
な
幸
福
状
態
に
は
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
受
け
て
い
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
、
こ
の
点
を
考
慮
し
た

結
果
、
そ
の
よ
う
な
完
全
な
停
止
状
態
の
少
し
前
に
そ
の
よ
う
な
幸
福
な
状
態
が
達
成
さ
れ
る
と
考
え
た
と
さ
れ
る
（Taylor 2007: 67 -70

）。

 

（
19
）　
ス
ペ
ン
サ
ー
が
現
代
の
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
注
2
お
よ
びTaylor

（2015: 51 -2

）
を
参
照
せ
よ
。

 

（
20
）　W

einstein

（1998

）
の
と
く
に
第
4
章
を
参
照
。

 

（
21
）　Taylor 
（2007

）の
第
7
章
を
参
照
。

 

（
22
）　
以
下
の
議
論
は
、W

einstein

（1998

）
と Skorupski

（2015

）
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
挾
本
（2000

）
で
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
功
利
主
義
者
で
は

な
い
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
（
と
く
に
第
6
章
）、
ス
ペ
ン
サ
ー
と
ミ
ル
の
以
下
の
や
り
と
り
を
検
討
し
て
お
ら
ず
、
偏
っ
た
解
釈
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

（
23
）　M

ill

（1985: 257, 

翻
訳 341 
頁
以
降
及
び 353 -4 

頁
）
を
参
照
。
こ
の
ベ
ン
タ
ム
の
格
言
の
由
来
や
そ
の
後
の
影
響
に
つ
い
て
は
、G

uidi 

（2008

） 

も

参
照
せ
よ
。

 

（
24
）　Skorupski

（2015: 141

）。
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
功
利
主
義
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
奥
野
（1999

）
の
第
6
章
参
照
。

 

（
25
）　Spencer 

（1904: 100ff

）
お
よ
びSkorupski 

（2015: 141 -2

）。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
ミ
ル
は
、
先
の
『
功
利
主
義
論
』
の
ス
ペ
ン
サ
ー
に
関

す
る
注
へ
の
追
加
（
注
63
）
で
、
ベ
ン
タ
ム
の
よ
う
な
「
経
験
主
義
的
功
利
主
義
者
」
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
よ
う
に
二
次
的
規
則
を
科
学
的
に
導
出
す
る
と

い
う
態
度
を
共
有
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
対
比
は
不
当
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

 

（
26
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
は Taylor

（2007

）
の
第
7
章
も
参
照
せ
よ
。

 

（
27
）　
テ
イ
ラ
ー
の
記
述
は
主
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
倫
理
学
の
デ
ー
タ
』
に
依
拠
し
て
い
る
。

 

（
28
）　
前
者
は
拙
著
『
功
利
と
直
観
』
で
論
じ
た
論
争
で
あ
る
。
後
者
は
、
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
が
、E

.O
. 

ウ
ィ
ル
ソ
ン
ら
の
社
会
生
物
学
の
論
争
か
ら
始

ま
っ
た
議
論
、
と
り
わ
け
ピ
ン
カ
ー
（P

inker 2002

）
の
「
反
ブ
ラ
ン
ク
ス
レ
ー
ト
」
の
議
論
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

 

（
29
）　
た
と
え
ば
社
会
生
物
学
の
倫
理
的
含
意
を
検
討
し
たSinger

（1981

）
を
参
照
。
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Herbert Spencer (1820-1903) was one of the most influential thinkers in the 
late nineteenth century in Britain and beyond. Today, however, he is rarely 
mentioned in the history of ethics. His evolutionary ethics, constituting a part 
of his “system of synthetic philosophy,” is now understood as only deserving 
one paragraph or two in the literature of the history of evolution. It is as if he 
was eliminated from the intellectual history altogether.

One interpretation of Spencer’s evolutionary ethics claims that he was only a 
hedonistic utilitarian and that the theory of evolution did not play a significant 
role in his theory of ethics. As I try to argue in this paper, however, Spencer 
was and should be understood as a utilitarian moralist who based his ethics 
upon the idea of evolution. Indeed, one can regard him as a missing link that 
connects utilitarianism and the theory of evolution in the history of ethics. This 
paper will examine how Spencer understood the theory of evolution, how he 
conceived it as a theory that can be applied to human society and ethics, and to 
what extent he can be described as a utilitarian.

This paper will conclude that Spencer was one of the earliest thinkers who,  
to provide a foundation for utilitarianism, applied the idea of evolution to ethics 
in a full-fledged manner. His teleological assertion that evolution works in a way 
to increase human happiness provided the picture of a society which utilitarians 
should aim for and his idea that moral sentiments are inherited made it possible 
to reconcile intuitionism and utilitarianism by showing that one can become a 
utilitarian by following inherited intuitions instead of doing hedonistic calculus. 
His theory of ethics, however, was soon to be forgotten, partly because it was 
based on the erroneous theory of evolution, particularly the teleological nature 
of his theory and the use and disuse theory of evolution.

On Herbert Spencer’s Evolutionary Ethics

by

Satoshi KODAMA

Associate Professor of Ethics
Graduate School of Letters

Kyoto University
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